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新
潟
支
部
総
会
が
、
令
和
４
年
７
月

９
日
（
土
）
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
夏
空
の
天
候
に

恵
ま
れ
、
本
部
か
ら
内
山
会
長
、
梅
比

良
学
長
、
そ
し
て
柏
崎
刈
羽
、
長
岡
、

県
央
の
各
支
部
か
ら
約
30
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
北
村
支
部
長
か
ら
「
今
回

の
総
会
を
支
部
役
員
、
幹
事
メ
ン
バ
ー

を
す
べ
て
四
大
生
に
バ
ト
ン
を
渡
す
総

会
に
し
た
い
」
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

新
潟
支
部
新
役
員
幹
事
メ
ン
バ
ー
の
支

部
長
に
、
初
め
て
女
性
が
起
用
さ
れ
、

す
べ
て
四
大
生
に
一
新
さ
れ
了
承
さ
れ

支　

部　

だ　

よ　

り

　
令
和
四
年
度
は
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
自
粛
し
て
い
た
社
会
活
動
が
よ
う
や
く
動
き
出
し
た
年
で
し
た
。
中
止
さ
れ
て
い
た
行

事
や
祭
り
も
再
開
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
新
潟
産
業
大
学
校
友
会
（
青
濤
会
）
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
考
慮

し
、
総
会
な
ど
の
行
事
を
中
止
、
ま
た
は
延
期
し
た
支
部
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年
度
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た

時
期
に
、
感
染
対
策
に
留
意
し
て
総
会
を
開
催
し
た
支
部
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

新
潟
支
部
総
会
盛
大
に
開
催

　
テ
レ
ビ
新
潟

　
　
堀
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
講
演
会

　
　

新
潟
支
部
長

　
　
　
　
　
北
村
　
稔
　（
短
₁₆
期
）

ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
テ
レ
ビ
新
潟
の
堀
敏
彦

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
「
テ
レ
ビ
で
喋
っ

て
40
年　

テ
レ
ビ
で
言
え
な
い　

は
・

な
・
し
」
と
題
し
て
一
般
参
加
者
を
含

め
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
学
在

学
中
、
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
浅
井

企
画
」
に
所
属
し
、
日
本
テ
レ
ビ
「
ザ
・

ト
ッ
プ
テ
ン
」
の
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
「
ズ
ー
ム
イ
ン
朝
」

「
欽
ち
ゃ
ん
の
ど
こ
ま
で
や
る
の
」「
て

ん
こ
も
り
テ
レ
ビ
」
な
ど
多
数
の
情
報

番
組
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
に
出
演
し
、

現
在
の
テ
レ
ビ
新
潟
に
入
社
す
る
ま
で

の
経
歴
を
面
白
お
か
し
く
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
堀
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
参

加
し
写
真
撮
影
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が

り
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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令
和
４
年
度
の
上
越
支
部
の
役
員
会

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
が

あ
り
ま
し
た
が
、
10
月
７
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
春
日
新
田
の
「
き
ん
た
ろ
う

は
う
す
」
で
午
後
か
ら
の
開
催
で
し
た
。

当
日
は
、
本
部
か
ら
内
山
会
長
の
出
席

も
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
約
20
名
で
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
内
山
会
長
か
ら
の
挨
拶
で
開

会
し
ま
し
た
。

　

次
に
白
石
支
部
長
か
ら
も
挨
拶
が
あ

り
、
開
催
の
経
過
説
明
と
出
席
者
へ
の

感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、
小
林
事
務
局
長
よ
り

審
議
事
項
の
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
あ
り
、

異
議
な
し
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
上
越
支
部
を
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
出
席
者
全
員
で
確
認
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
部
と
も
連
携
を
行
い
、
情

報
交
換
も
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

上
越
支
部
長

　
　
　
　
　
　
白
石
　
聡
（
大
１
期
）

上
越
支
部
役
員
会
開
催

    ————募金要項———— 

●募金の金額　一口　5,000円（複数口をいただければ幸いです。）
●募金の払込方法
　同封の「青色の振込用紙」にご記入のうえ郵便局からお振込下さい。
●寄付金控除について
　所得税の寄付金控除の措置を受けることができます。
●寄付者名簿の公表について
　ホームページ、学報等で寄付者の御芳名を公表することに同意される方は、振込用紙通信欄にそ
の旨チェックをお願い致します。

寄付金募集

　みなさまからの温かいご支援を大学内のさまざまなところへ活用させていただいております。

寄付金利用実績
☆大教室のエアコンを入替できました
☆食堂のエアコンを入替できました
☆トイレを洋式に入替できました

今後ご支援が必要となるもの
☆部活動・フィールドワーク用バスの入替
☆体育館屋根の塗装工事
☆小教室のエアコン入替

みなさまからのご支援という励ましが、多くの学生に元気と希望を届けることとなり、学業・部活動等に専

念でき、充実した大学生活を送ることにつながります。
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新
潟
産
業
大
学
は
柏
崎
専
門
学
校
と

し
て
生
ま
れ
、
柏
崎
短
期
大
学
、
新
潟

短
期
大
学
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
来

年
は
喜
寿
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
建
学
の
精
神
「
戦
後
日
本

の
再
建
・
発
展
と
平
和
で
幸
福
な
社
会

の
建
設
は
、
一
に
か
か
っ
て
若
い
人
材

の
育
成
に
在
り
」
の
「
戦
後
」
は
今
に

通
じ
、
ま
さ
に
現
代
に
求
め
ら
れ
る
私

た
ち
の
役
目
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
教
育
理
念
に
示
さ
れ
る
、「
新
し

い
時
代
感
覚
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
す

る
人
間
」
こ
そ
が
今
の
社
会
で
活
躍
で

き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
界
は
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い

変
化
に
対
応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
変
革
す
る
と
と
も
に
、業
務
や
、組
織
、

企
業
文
化
を
変
革
し
、
競
争
上
の
優
位

性
を
確
立
す
る
、
い
わ
ゆ
る
D
X
、
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
潟
産
業
大
学
は
こ
の
社
会
の
変

化
に
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
昨
年
大
学

に
通
信
教
育
課
程
（
ネ
ッ
ト
の
大
学

m
a
n
a
g
a
r
a
）
を
開
設
し
、
高

校
に
も
来
年
度
、
通
信
課
程
（
ネ
ッ
ト

の
高
校
m
a
n
a
g
a
r
a  

H
i
g

h

S
c
h
o
o
l
）
を
始
め
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
柏
専
学
院
は
高
校
生

や
大
学
生
の
学
び
の
多
様
化
に
応
え
ま

す
。

　

い
ま
新
潟
産
業
大
学
は
、
B
Y
O
D

で
学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
用
の
パ
ソ

コ
ン
を
も
つ
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、

そ
れ
を
活
用
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組

む
授
業
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
導
入
し
た
「
A
I
活
用

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
春
学
期

に
は
一
講
座
六
四
名
の
受
講
者
（
昨
年

度
設
置
し
た
通
信
教
育
課
程
と
大
学
院

を
含
め
る
）
の
う
ち
四
五
名
に
修
了
証

と
オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
。
秋
に
も
二
講
座
に
の
べ
三
十
名
の

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

分
野
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
こ

れ
か
ら
の
就
職
活
動
に
も
き
っ
と
い
い

効
果
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

   

新
型
コ
ロ
ナ
は
終
息
す
る
気
配
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
学
内
で
は
ウ
ィ
ズ
・
コ

ロ
ナ
の
新
し
い
行
動
様
式
を
掲
げ
て
、

よ
り
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
も

ら
う
た
め
の
智
恵
を
し
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
練
習

し
試
合
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
ま
た
恒

例
の
学
園
祭
「
紅
葉
祭
」
も
、
学
内
限

定
と
は
い
え
実
施
で
き
ま
し
た
。
学
友

会
の
諸
君
が
頑
張
っ
て
学
内
行
事
（
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ど
な
ど
）
を
企
画
・
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
本
学
は
、「
地
域
に
学
び
、
地
域

を
お
こ
す
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地

域
実
践
教
育
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
積
極
的
に
街
中
に
出
て
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
自
分
の
豊
か
な
未
来
を
つ
く

る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
関
係
の
授
業
が

あ
り
ま
す
し
、
就
職
活
動
は
就
職
課
を

は
じ
め
教
職
員
が
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
9
年
連
続

就
職
率
1
0
0
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
し
て
、
就
職
し
て
、
新
し
い
企

業
や
団
体
と
の
主
体
的
な
関
わ
り
に

よ
っ
て
、
新
し
い
共
同
体
と
自
分
の
関

係
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
、

「
地
域
を
お
こ
す
」
と
い
う
こ
と
ば
に
そ

れ
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

産
大
生
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
こ
う
し
て
新
し
い
課
題

に
進
ん
で
挑
戦
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

  
未
来
に
向
か
っ
て新

潟
産
業
大
学
　
学
長
　
　
梅
比
良
　
眞
史

に
進
ん
で
挑
戦
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。



第 29 号　(4) 青　濤　会　会　報 令和 5 年 (2023) ４月吉日

新潟産業大学に学ぶ学生達の活躍
クラブ名 大会名 成績

中部学生選手権水球競技大会 1位

第98回日本学生選手権水泳競技大会水球競技 出場

第98回日本選手権水泳競技大会水球競技最終予選会 出場

第98回日本学生選手権水泳競技水球競技 出場

第98回日本選手権水泳競技大会水球競技 出場

2022年度関東学生水球リーグ戦 出場

第98回日本選手権水泳競技大会水球競技最終予選会 6位

男子団体
関口柊人、竹前亮（経4）、青木銀士、大塚慎吾、
倉又奏夢、谷口来弥（経2）、磯川魁志（経1）

ベスト4

男子ダブルス 竹前亮（経4）・風間慶亮（経3） ベスト16

男子シングルス 倉又奏夢（経2） ベスト8

女子シングルス 新沢ほのか（経1） ベスト16

令和4年度夏季北信越学生卓球選手権大会
兼第88回全日本大学総合卓球選手権大会北信越地区予選

男子シングルス 谷口来弥、倉又奏夢(経2)、磯川魁志(経1) ベスト32

男子団体
関口柊人、竹前亮（経4）、風間慶亮（経3）、青木
銀士、大塚慎吾、倉又奏夢、谷口来弥（経2）、磯
川魁志、、田中脩斗、久保和也(経1)

2部優勝・1部昇格

男子ダブルス 竹前亮（経4）・風間慶亮（経3） ベスト16

第70回秋季北信越学生卓球選手権大会 男子ダブルス 谷口来弥（経2）・磯川魁志(経1) ベスト8

男子シングルス 倉又奏夢、谷口来弥（経2） ベスト16

男子シングルス 風間慶亮（経3）、磯川魁志(経1) ベスト32

男子ダブルス 谷口来弥（経2）・磯川魁志(経1) 優勝

男子シングルス 磯川魁志(経1) 優勝

男子シングルス 谷口来弥（経2） 3位

令和4年度東京卓球選手権大会　予選会 男子ダブルス 谷口来弥（経2）・磯川魁志(経1) 優勝

男子団体
青木銀士、大塚慎吾、倉又奏夢、谷口来弥（経
2）、磯川魁志、田中脩斗、久保和也、(経1)

1部リーグ3位

男子ダブルス 谷口来弥（経2）・磯川魁志(経1) ベスト4

男子シングルス 谷口来弥（経2）、磯川魁志(経1) ベスト16

男子シングルス 大塚慎吾、倉又奏夢（経2）、久保和也（経1） ベスト32

女子シングルス 新沢ほのか（経1） ベスト4

男子個人組手 小柳翔（経3） 準優勝

男子個人形 小川虎太朗（経2） 優勝

男子個人組手 小柳翔（経3） 出場

男子個人形 小川虎太朗（経2） 出場

北信越大学サッカーリーグ2部 2部1位・1部昇格

総理大臣杯全日本サッカートーナメント北信越大会 ベスト８

新潟県社会人1部リーグ 3位

全国社会人サッカー大会新潟予選 出場

2022年度第1回全日本大学サッカー新人戦北信越大会 出場

多府県大会（オープン戦含む）

全国大会（オープン戦含む）

市体育協会優秀体育人表彰該当成績
 

令和４年度　公認部大会成績一覧表（抜粋）

部門・種目および大会出場者名（学科・学年）

令和4年度大阪国際招待卓球選手権大会　予選会

卓球部

第69回春季北信越学生卓球選手権大会兼第91回全日本大
学総合卓球選手権大会北信越地区予選

小浦英莉子、金桶友香、渡邊あかね（経4）、山村優明（経3）、田中真由（文
3）、前野美月（経2）、栗林陽華、藤野凜（経1）、榊桃歌、高田いずみ、パク
ジョンウン（文1）

水泳部・男子
（水球部門）

池田流星、上原大和、岡崎壮吾、熊川怜幹、坂井大和、田中翔馬、田原怜
央、中林奎斗、新田樹、橋岡尚、東正也、壬生大空海、宮城ダヴァンテ誠、
山城翔太（経2）、黒木颯来、中澤慧、藤本千輝、松本悠月、三浦敏史、湯
岑滉生（経1）、小野寺俊仁（文1）

小浦英莉子、金桶友香、渡邊あかね（経4）、前野美月（経2）、栗林陽華（経
1）、高田いずみ（文1）

小浦英莉子、金桶友香、渡邊あかね（経4）、山村優明（経3）、田中真由（文
3）、前野美月（経2）、栗林陽華、藤野凜（経1）、榊桃歌、高田いずみ、パク
ジョンウン（文1）

水泳部・女子
（水球部門）

小浦英莉子、金桶友香、渡邊あかね（経4）、前野美月（経2）、栗林陽華（経
1）、高田いずみ（文1）

石黒辰之助、小山光、田崎理一、古山悠斗、,増田大悟、水澤風雅（経4）、
内藤永輝、中川遥貴、長谷部翔大、本多英人（経3）、石黒禅、上原大和、
熊川怜幹、山城翔太（経2）、牛田大雅、久住吏功、鈴木斗真、中澤慧、平
井佑、廣川恵大、松尾唯希、宮川優大（経1）、穂苅陸也（文1）

第66回全日本学生空手道選手権大会

空手道部

岡田佑太、北﨑巧、小池錬、小林勇斗、高橋一斗、古匠正樹、松本友哉
（経4）、樋口魁（経3）、池田流星、岡崎壮吾、坂井大和、田中翔馬、田原怜
央、中林奎斗、新田樹、橋岡尚、東正也、壬生大空海、宮城ダヴァンテ誠
（経2）、黒木颯来、藤本千輝、松本悠月、三浦敏史、湯岑滉生（経1）、小野
寺俊仁（文1）

サッカー部

第48回北信越学生空手道選手権大会

野田一成、櫻井倖、中村挙、奥一生、中谷透真、山口巧喜（経４）、藤井敬
聖、上出時也、鈴木志門（経3）、今井颯汰（文3）、横山颯太朗、徐恒輝（経
2）、花園賢信（文2）

奥一生、櫻井倖、中村挙、中谷透真、野田一成、山口巧喜（経4）、藤井敬
聖（経3）、今井颯汰（文3）、横山颯太朗（経2）、春谷心太朗、嘉村起伸、西
郷やまと、田中海斗、田中尚志、山下佑（経1）

奥一生、櫻井倖、中村挙、中谷透真、野田一成、山口巧喜（経4）、藤井敬
聖（経3）、今井颯汰（文3）、横山颯太朗、徐恒輝、（経2）、大内悠與、春谷
心太朗、嘉村起伸、北山穂、田中海斗、西郷やまと、田中尚志、土谷光
希、出口琉之介、山下佑、許向言（経1）

第53回北信越学生卓球新人選手権大会
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令和４年度優秀体育人表彰　（一般財団法人柏崎市スポーツ協会）
【競技者賞】　

　　・第 48 回北信越学生空手道選手権大会　男子組手 ２位　小柳 翔（経済経営学科３年）

新潟産業大学に学ぶ学生達の活躍
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お問合せ先 新潟産業大学 入試課
MAIL： nyushi@ada.nsu.ac.jp TEL：0120-787-124

「もう一度自分磨き始めませんか?
新潟産業大学では学びのお手伝いを致します!」

産大Navi 聴講講座（通学課程）

個別相談 入試情報

年齢や修学歴等に関係なく、
学生たちと一緒に大学の授
業を受けることのできる制
度で、試験や成績評価はあ
りません。気軽に楽しく受
講してください。

学科のこと、入試のこと、大
学生活のことなど、気になる
ポイントはどんなところで
しょうか。一人ひとりの状況
にあわせて大学のことをご説
明します!

新潟産業大学では、地域社
会や企業を主体的に支える
人材を育成するため、多様
な入試区分を設けています。
短大卒の方は、３年次に編
入学も可能です。

産大がギュッと詰まった、
新潟産業大学の情報サイト。
チェックしてみてくださ
い!

学生広報チームTwitter

新 潟 産 業 大 学 学 び の ご 案 内

産大生が 情報発信中!

大学院（通学課程）

新潟産業大学の「実践志向
型」大学院では、責任ある
企業人としての意思決定を
支える、理論のみにとどま
らない社会科学知識の修得
を目指します!

科目等履修生制度（通学課程）

この制度は、新潟産業大
学学生以外の方が、科目
等履修生として大学で開
講している授業科目を履
修して単位認定を受ける
ことができます!

社会に出ると、さまざまな場面で「学びたい」「学びなおしたい」と感じることがあると思います。
特に、経済や経営の知識は、社会の中では大変重要視されています。
新潟産業大学では、学びの門戸を開き、社会人でも無理なく学べる制度を設けています。
産大で学びなおしをしてみませんか?入試・広報課では、みなさんからのご相談を随時受け付けています。
※４月以降にホームページのリニューアルを予定しています。
リニューアル後は下記ＱＲコードの読み込みができない場合があります。
読み込みが出来ない場合は、トップページから情報確認をお願いします。大学トップページはこちら⇒

大学公式
Twitter

ネットの大学managara（新潟産業大学通信教育課程）
ネットの大学managaraは、新潟産業大学が運営する通信教育課程です。
「通学不要」ですべての授業をオンラインで配信します。
ネットがあればいつでも、どこにいても学ぶことができる、新しい学びを提供します。
実社会が求める生きた経済・経営分野の生きた知識が身に付きますので、学び直しに最適。
科目等履修生で興味のある科目だけでも履修ＯＫ!
10分単位の授業でスキマ時間を活用して効率良く学べますので、忙しい社会人にはぴったり。
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新潟産業大学の就職状況 （就職課資料より）

2022 年度 就職行事 拝見

●就職ガイダンス（就職登録）（令和 4 年 6 月）

●メークアップ講座（令和 4 年 10 月）

●就活集中対策講座①（令和 4 年 12 月）

●資格取得等奨励奨学金授与式（令和 5 年 1 月）

●企業見学バスツアー（令和 4 年 8 月）

●パネルディスカッション（令和 4 年 11 月）

●就活集中対策講座②（令和 4 年 12 月）

就職内定状況
令和５年１月末日現在の内定状況は、下表のとおりです。

注 1：外国人留学生を除く
注 2：内定率 (％）＝内定者数÷就職希望者数
注 3：就職希望率（％）＝就職希望者数÷卒業予定者数
注 4：上場企業内定率（％）
　　　＝上場企業内定者数÷ { 全内定者数－公務員合格者数＋個人経営家業内定者数）}

今年度 経済学部
男子 女子 合計

内定率（％） 90.3 92.3 90.6
内定者数（人） 65 12 77
上場企業内定率（％） 5.0 8.3 5.6
上場企業内定者数（人） 3 1 4
就職希望率（％） 96.0 76.5 92.4
就職希望者数（人） 72 13 85
卒業予定者（人） 75 17 92
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事
務
局
だ
よ
り

☆
本
部
三
役
会
議　

５
月
13
日

　

①
会
計
監
査
報
告
②
令
和
４
年
度
予
算

☆
本
部
役
員
会
議　

６
月
25
日

　

①
財
産
目
録
②
令
和
３
年
度
決
算
報
告
③

　

令
和
４
年
度
予
算
計
画
④
新
任
幹
事
の
紹

　

介
⑤
支
部
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
⑤

　

支
部
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

■
支
部
総
会
・
役
員
会
議

☆
新
潟
支
部
役
員
会
議　

４
月
16
日

　

新
潟
支
部
総
会
開
催
の
対
応
打
合
せ

☆
柏
崎
刈
羽
支
部
三
役
会
議　

５
月
７
日

　

①
令
和
３
年
度
活
動
報
告
・
決
算
報
告
②

　

令
和
４
年
度
活
動
計
画
予
算
計
画
③
会
計

　

監
査
④
そ
の
他

☆
新
潟
支
部
役
員
会
議　

７
月
２
日

　

新
潟
支
部
総
会
開
催
事
前
準
備

☆
新
潟
支
部
総
会　

７
月
９
日

　

①
令
和
３
年
度
活
動
報
告
・
決
算
報
告
②

　

令
和
４
年
度
活
動
計
画
・
予
算
③
支
部
役

　

員
改
選

☆
柏
崎
刈
羽
支
部
役
員
会
議　

７
月
16
日

　

①
令
和
３
年
度
活
動
報
告
・
決
算
報
告
・

　

会
計
監
査
報
告
②
令
和
４
年
度
活
動
・
予

　

算
計
画
③
会
則
改
正
④
役
員
の
変
更

☆
長
野
支
部
役
員
会
議　

７
月
23
日

　

①
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
の
経
過

報
告
②
支
部
幹
事
の
選
出
③
そ
の
他

☆
上
越
支
部
役
員
会
議　

10
月
７
日

①
令
和
2
年
度
・
３
年
度
活
動
報
告
・
決
算

報
告
②
会
計
監
査
報
告
③
令
和
４
年
度
事
業

計
画
・
収
支
計
画
④
そ
の
他

　
　
　

■
本
部
関
係
行
事
・
会
議

☆
本
部
三
役
会
議　

５
月
中
旬

☆
会
計
監
査
実
施　

５
月
中
旬

☆
本
部
役
員
会
議　

６
月
中
旬

☆
本
部
三
役
会
議　

９
月
中
旬

※
本
部
よ
り
各
支
部
の
支
部
長
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
役
員
会
・
総
会
な
ど
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
度
の

　
　
　
　
　
活
動
・
事
業
報
告

令
和
５
年
度
の

　
　
　
　
　
活
動
・
事
業
計
画

編
集
後
記

　

校
友
会
会
員
の
皆
様
い
か
か
お
す
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
青
濤
会
会
報
第
29
号
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。
新
潟
産
業
大
学
校
友
会
（
青

濤
会
）
事
務
局
長
の
長
井
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
て

各
地
に
あ
る
校
友
会
の
支
部
も
令
和
４
年
度

は
総
会
や
役
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

も
し
お
近
く
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
つ
皆
様
に
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま

す
。
下
記
の
通
り
住
所
変
更
等
の
異
動
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
に
ご
連
絡
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
毎
年
、
住
所
不
明
の
会
員
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

長
井
　
美
法
（
大
28
期
）

令
和
５
年
度
が
あ
け
ま
し
た
。
本
年
度

は
卯
年
で
あ
り
ま
す
。
ウ
サ
ギ
の
よ
う

に
大
き
く
飛
躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
校
友
会
は
令
和
３
年
度
と
同
様

に
令
和
４
年
度
は
厳
し
い
年
で
あ
り
ま

し
た
。
本
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
で

き
な
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

新
潟
産
業
大
学
の
紅
葉
祭
（
学
園
祭
）

が
令
和
４
年
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
昨
年
同
様
に
大
学
関
係
者
の
み
で

一
日
間
の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
、
令
和
５
年
度
の
活
動

報
告
、
計
画
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
同
様
に
延
期
、
中
止
が

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

                                                                                                                                                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
本
部
関
係
行
事
・
会
議

☆
校
友
会
会
報
第
28
号
発
行　

４
月
２
日

☆
入
学
式　

第
35
期
生　
　
　

４
月
2
日

　

新
入
生
に
会
報
配
布

☆
会
計
監
査　

５
月
10
日

　

会
計
監
査
員　

土
田
氏
・
宮
路
氏

　

立
会　

内
山
会
長
・
長
井
事
務
局
長

会員名簿の正確を期するため、異動通知はがきを同封いたしました。
住所・氏名・電話番号等の異動がありましたら、提出をお願いいたします。

　　　会員・名簿訂正・異動通知はがき提出のお願い

なお、封筒に貼付した宛名ラベルに各個人の「５ケタの会員番号」が印刷されております。

会員の名簿はこの「５ケタの会員番号」で管理させていただいております。

校友会にご連絡の際には、「５ケタの会員番号」のご記入をよろしくお願いいたします。


